
４年 整数のわり算 除法 ２位数÷１位数（余りなし）の計算の仕方と筆算

【ねらい】
２位数÷１位数（余りなし）の計算の仕方を，既習の除法計算を基に，具体物や式を用いて考え説

明することができる。
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７２枚のおり紙があります。３人に
同じ数ずつ分けると一人分は何枚にな
るでしょう。

（式） ７２÷３
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１ 具体物や式，図などを活用して自分の考えを発表する。

指導上の留意点

●①の具体物を操作させる

場合は，１枚ずつからは

じめ「もっと簡単に分け

ることはできないか」を

考えさせていくことで 10

の束につなげていく。

一人分はだいたいどれぐらいになるかな？

７２÷３の計算の仕方を考えよう。

① 折り紙を使って実際に分けて答えを出す。
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② 10 の束とばらに分ける。

10 の束を 3 でわる

７÷３＝２…１

あまりの 1 束とばら 2 枚を合

わせて１２を３でわる

１２÷３＝４

２０＋４＝２４

答え ２４枚

③ ７２を分解する。

・６０÷３＝２０

・１２÷３＝４

・２０＋４＝２４

① 実際に画用紙を分けて考えました。１枚ずつ分けてい
ましたが，配る数を１０枚ずつに増やしていくと早く分
けることができました。

●②においては，１０の束を

十の位，ばらを一の位とと

らえさせていくことで，③

と④の考え方に結び付け

ていく。

●③④では，前時の学習を活

用させ，７２を分解すると

きに割り切れる数に分解

していくように支援して

いく。特に，「５０」と「２

２」など児童が，着目しや

すいが分解した場合，計算

が困難になってしまう場

合も予想されるので取り

上げ方に注意する。

10 10

10 10

10 10

10

1 1

72 60

12

●一人分だいたいいくらに

なるか「見当」をつけさ

せでから本時の学習に入

る。

●実際に１０の束を操作さ

せながら説明させ，１０の

束の考えを全体へと広め

ていく。

●②の７÷３の余り１が，

「１０の束が１つ」である

ことをおさえてから，次の

計算に入っていく。

④ ７２を分解する。

・３０÷３＝１０

・３０÷３＝１０

・１２÷３＝ ４

・１０＋1０＋４＝２４
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①実際の折り紙７
２枚を分けて考
える。

（具体物，絵で表
す）

②１０の束とばら
の折り紙を使っ
て考える。

（具体物，１０の束

の模型

③被除数をわり切
れる簡単な数に
分解する。

（７２を６０と
１２に分ける）

④被乗数をわり切
れる簡単な数に
分解する。

（７２を３０が２
つと１２に分け
る）
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２ それぞれの考えの共通点について話し合う。

３ わり算の筆算の方法をまとめる。

ま
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め

○ 適用問題に取り組む。（教科書や単元問題ライブラリー)

○ 本時のまとめをする。
・位ごとに分けて計算すると，簡単なわり算で答えを出すことが

できる。

・わり算の筆算は，十の位から計算する。
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●１０の位に目を向けさせ
るため適用問題を行うと
きは一の位をかくして計
算させるなど工夫する。

③ ７２という数を分けてみました。６０と１２に分けたら
今までに習ったわり算やかけ算九九で答えを出すことがで
きました。

同じような考え方をしている友達は誰かな？

② １０の束とばらに分けて考えると，簡単なわり
算で計算することができました。

②と③の考え方を使って，わり算の筆算にまとめてみよう。

わり算の筆算で使ってきた「たてる」「かける」「ひく」「おろ

す」で，新しい筆算の仕方をまとめてみましょう。

①の実際に分ける方法も，１０枚ずつにすると簡単だといっ
ていたから１０の束ということで②と似ているね。

③と④は似ているよ。④の
３０を２つということは60
のことだよね。だから③の
考え方と同じだよ。

②と③も同じ考え方で
はないかな。②は十の束
にしたし，③は10の位か
ら考えている。
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・１０の位の７を３でわり，商２をたてる。

・つぎに３と２をかける。

・７から６をひく。

・一の位の２をおろし，１２を３でわり，商４を１の位にた

てる。３と４をかける。１２から１２をひく。

７２÷３のような計算も，十の位から計算していくと簡単に解

くことができるんだね。

●束の考え方と被除数を

分解した考え方の共通

点と筆算の仕方を結び

付けていく。

●１０の束から考えるて

いることから「十の位」

へと目を向けさせてい

く。

●形式的に筆算の仕方を

覚えさせるのではなく，

自力解決で得られた考

え方の②と③をつなげ

ていくことでわり算の

筆算を作り上げていく。

②の１０の束で考えるということは，「十の位」から考え

ることと同じなんだ。

④ ７２をわりきれる数に分けました。３０と３０と

１２に分けたら簡単に計算できたよ。




